
虞 疑 応

嚢商，本造佳宅の一一部を防火的に改邉し丸い≧思います

が・’ ﾇの内部に貼つて有効なものがあるでしようか．（東

京都世田ケ谷逼・市川三喜氏）

襯　内部を防火的に塵理すう簡翠な芳法は，難燃性の

木毛セメント板を用いる．か，更にこれに漆喰を殿るとよ

いのですが，これは室内からの鰍醐・しては有効で，

壁と天井が難燃性になれば火事になる危瞼性は舞常に少

くなPます．この揚合，建具の類喝もちろん不燃材にす

るとか・せめて金罵板で被覆する位のこ磁しなければ

いけないと思います．しかし，これでは他からの延燵を

防ぐことはでをません．完杢な防火法としては狸立した

不燃材kよる骨格に，不燃材で外装及内襲をやらなけれ

ばなbません．これには嘗所で爾究試作した金廃パネル

構澄が好適で，木造の5罰壌の費用で防火的になりまナ

（建築・教授・星野昌一）
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　　　　　　　開　所　式　詑冒事

　早朝來の時雨の去bやらぬ秋冷の11月12日當研究
所の創立を親う醐所式典が象行された．科學技術研究の

梓の結集されたこの日，集つた當所の職員並びに學生

1000名・滲飢た來賓300名が，共々に心ゆくまで生
mの創立の喜びを分s合つたのである．午後2時中央大

講壼に一同倉して式典が始あられた．所長式畔，纏長挨

撫継來賓籔名交々立つて祠畔礎ぺて式をPSる．

3・時孚から申央大會議室に於て，來賓，主催都倫しで

既賀被露會が行われ，同時に各教室に於ても教職員學生

一一‘??ﾆなつてなごやかな説賀の宴が開力・れた。講堂裏側

の一室及び各教室には本所の代表的m究成果力畷豪せら

Pt・一一・般の展覧に供されたが，各部あ展示題目は下記の通

りで合計四十八轟奪・中でも建築教室提供の12坪金囑佳

宅は人目矧いた・開所披露行事は翌13日も引綾）・て

　　　　　　　　　　　　　　　　　・－VVVVv－YV’IAA．・N一

開所弐展示研究事項一覧蓑i
　第1部　（基　　礎）

番號　　　　展　　示　　題．　目

　1試作艀電型電子顯籔鏡とこれによる
　　　撮影爲虞

　2　膿｝波記録装麗

　3　油i廣散潔’ンプのJetにおける流れ．

　4光電池の硯究

5　微分解析機

研究者名

6　es　Vの慮力を石鹸膜の相似によつて
　測定する装置

7壷写羅力を光職棚して測鯛

8　電氣捕鯨用電縫ロー…プめ研究

9　捕鯨鈷の反跳窃止装置

ユ0　位相差顯微鏡

11　マグヌス効果の風洞實験

第II部　（機械，船舶）

　1　歯車ポンプの研究

2　蓮張力引抜材の機械的性質

3　耐蝕輕合金製救命艇69設計試作

4波の勿る揚合の境界暦の剥離
5　蒸氣塵縮式蒸襲装置

6　空氣作動温度制御装置
7　暖房試験室

8　木材の蒸氣爆碑に關する研究

9芋澱粉工業ρ技術設備曜究
ユo鯖密ねじ切に關する研究

ユ1．時計の性能に關する研究

麟UI部　（電　　氣）・

、ユ　攣歴器幾損防止器と電流翻羅器

谷　　安正

糸川　英夫

富永　五郎

江ロ　雅彦

山内　恭彦
三井田純一
渡邊　　勝

池田　　健

　　　　健
　　　丈治
森大吉郎
準田　森三
鳥飼　安正

李田　森三

久保田　廣

谷　　一郎

宮津　　純

鈴木　　弘

山縣　昌夫

田宮　　翼

兼重寛九郎

高橋　安人・

橘　　藤雄

桑井　源頑

佐藤　敬夫

小川　正義
大島康次郎
柴田　耕…欠

瀬藤　象二
潮　　値郎

3

4

5

6　高周波加熱による成型合板加工
7　超督波探傷器

8　増幅器過渡特性直視装置

第IV部　（化學，冶金）

1

2　ピアス回路を鷹用した微少容量墾化　星合　正治
　検禺装置　　　　　　　　　　　野村民也
　車輔用電力ヒ：・　・一ズ　　　　　　　　福田　節雄

　　　　　　　　　　　　　藤高周李・麻生忠雄　邊電線閃絡黙標定器
　　　　　　　　　　　　　藤井薪兵衛
　時計歩度の電氣的測定装置　　　　　高本　　昇

齋藤　成丈

丹M　　登
森脇　義雄
内野　俊治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　塘野實・淺原照
　　湖旨’蛋白質の生醗びに麟硯究論釜離需
　　　　　　　　　　　　　　　　　　雄・籾瀬交之・
　　　　　　　　　　　　　　　　　その他硫究生一同
2銀イオン濃度計　菊池眞一・坂口喜學野晦弘
3　製塵副産物の利用に關する研究　　　岡　宗次郎
4アルギン酸に關する研究　’　　　高橋武雄

5純銅粉の製造　　　　　小川芳樹
6換鋼反鷹の研究・　　　　類糠箋じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　墜見純雄
7電解による純鐵粉の製造　　　原善四郎
8題速工業分析法の研究　　　　武藤ec－－
9　酸素製鐵の豫備實験　金森九郎・八塚健夫・長井保’

1° ｶ化マグネシウム蝶に關する研酷喜摺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　片山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忠三

11甦幣法の耽　　叢離鮮俊郎’
第V部　（構　　築）

1木・ンクリー・ゲ・喰作蹴　難慶難臣
2　建邉物の藁礎地盤調査　　星埜　湘・三木五三郎
3　地上爲翼測量と其鷹用に關する研究　丸安　隆和
4　金厩佳宅の試作　　　　　　星野昌一・坪井善勝
5　鐵筋コンクリート版の慮聾抵抗　　　坪井　姜勝
6　本邦等ヂィグリーヂー線圖と媛房　　勝田　高司

7強徹型ス繪ｾ試作礁用横一“ll
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　原子力工業の嚢達は原子力飛行機や

・潜水艦を生み幽さんとしているので

　ある．他の工業も亦しかりであるう．

　◇しかしながらひるがえつて吾國の

　現飛を顧みるとき，心の底から淋し

　さを禁じ得ない．吾國のすぐれた先

人蓮も，精魂を傾けて努力を義され

潅㊨であり，吾々も亦渾身の力をふ

舶し鷹つで研究に没頭しているので

ある・しかもなお吾々嫁努力の足ら

9るを歎かねばならないのか・

◇吾が胆國は立ち直らねばならぬ。

あらゆる困難に打ち克って組國再建

に遙進せねばならぬ．生産復興，こ

れこそ當硯究所の，吾々の，合冒葉

なのだ．

◇昨年夏＄たけなわの7月6H，第
1回編集委員會を開いて炉ら回を重

ねるζとすでに13回，10月1目に
創刊瞬幾行の運びとなり，以來嚢行

は順調に，新たな年な迎えてこζに

錦4號を世に贈ることとなつた．素
人ばかηの編集委員も次第に要領が

のみこめて來て，本年度は今迄p雑
然たる編集から脱却し，もつと計査

的に時々特集號を交えて讃者えの御

便宜に供したい．

◇何卒讃者諸賢の一層の御鞭燵と御

支援とを御願いする．（Y．T．）

纒集奨　議

編集委員長　星倫正泊

騙集委員　井ロ　昌革（土木》

　　　　　鈴　木　　弘（機械〉

　　　　　安藤良夫（船舶）

　　　　　齋藤成丈（電氣＞

　　　o　星野昌一（建築〉

　　　　　石井義郎（慮化）

　　　　　加藤正夫（冶金》

　　　　　小川正義（精審）

　　　　　富永五郎（物工）

　　　　　大井光四郎（撒力）

　　　　　○鳥飼安隼（態物）

　　　　　武藤義一（分析）

編集幹事下村潤ご朗

編集　室水野晴明
　　　　　　　　　o霜番委員

第2巻簾1鵬　生産研究　定便60圓（郵親6團）
　1949年12月25日印廟　　　1950年1月1日爽行
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表紙説明：開所式に展示したi

12坪の不燃性金瀦組立住宅i
臨簡輩なパネル構鑑で7人i
Z・3時間で骨格の組立ぶ終る　i
動鞠2萬圓．（設計星野教授）i

購細は4月特集號畷表のi

雛】　　　　　　i

編集者

褒行者
印刷者

治研町7。郎章正綴勉好合轡闘星繋胴井

印刷所大同印創株式會祉
　　　　　東京都『F代田匿齢田錦田r　3～1

褒行所馨謹誠文堂xe光灘
　　　　　轟鱗話翻鼎辮遡f’㌔
　　　　　藤替粛窟62s“・fi　fi67
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虞 疑 応

嚢商，本造佳宅の一一部を防火的に改邉し丸い≧思います

が・’ ﾇの内部に貼つて有効なものがあるでしようか．（東

京都世田ケ谷逼・市川三喜氏）

襯　内部を防火的に塵理すう簡翠な芳法は，難燃性の

木毛セメント板を用いる．か，更にこれに漆喰を殿るとよ

いのですが，これは室内からの鰍醐・しては有効で，

壁と天井が難燃性になれば火事になる危瞼性は舞常に少

くなPます．この揚合，建具の類喝もちろん不燃材にす

るとか・せめて金罵板で被覆する位のこ磁しなければ

いけないと思います．しかし，これでは他からの延燵を

防ぐことはでをません．完杢な防火法としては狸立した

不燃材kよる骨格に，不燃材で外装及内襲をやらなけれ

ばなbません．これには嘗所で爾究試作した金廃パネル

構澄が好適で，木造の5罰壌の費用で防火的になりまナ

（建築・教授・星野昌一）

35

　　　　　　　開　所　式　詑冒事

　早朝來の時雨の去bやらぬ秋冷の11月12日當研究
所の創立を親う醐所式典が象行された．科學技術研究の

梓の結集されたこの日，集つた當所の職員並びに學生

1000名・滲飢た來賓300名が，共々に心ゆくまで生
mの創立の喜びを分s合つたのである．午後2時中央大

講壼に一同倉して式典が始あられた．所長式畔，纏長挨

撫継來賓籔名交々立つて祠畔礎ぺて式をPSる．

3・時孚から申央大會議室に於て，來賓，主催都倫しで

既賀被露會が行われ，同時に各教室に於ても教職員學生

一一‘??ﾆなつてなごやかな説賀の宴が開力・れた。講堂裏側

の一室及び各教室には本所の代表的m究成果力畷豪せら

Pt・一一・般の展覧に供されたが，各部あ展示題目は下記の通

りで合計四十八轟奪・中でも建築教室提供の12坪金囑佳

宅は人目矧いた・開所披露行事は翌13日も引綾）・て

　　　　　　　　　　　　　　　　　・－VVVVv－YV’IAA．・N一

開所弐展示研究事項一覧蓑i
　第1部　（基　　礎）

番號　　　　展　　示　　題．　目

　1試作艀電型電子顯籔鏡とこれによる
　　　撮影爲虞

　2　膿｝波記録装麗

　3　油i廣散潔’ンプのJetにおける流れ．

　4光電池の硯究

5　微分解析機

研究者名

6　es　Vの慮力を石鹸膜の相似によつて
　測定する装置

7壷写羅力を光職棚して測鯛

8　電氣捕鯨用電縫ロー…プめ研究

9　捕鯨鈷の反跳窃止装置

ユ0　位相差顯微鏡

11　マグヌス効果の風洞實験

第II部　（機械，船舶）

　1　歯車ポンプの研究

2　蓮張力引抜材の機械的性質

3　耐蝕輕合金製救命艇69設計試作

4波の勿る揚合の境界暦の剥離
5　蒸氣塵縮式蒸襲装置

6　空氣作動温度制御装置
7　暖房試験室

8　木材の蒸氣爆碑に關する研究

9芋澱粉工業ρ技術設備曜究
ユo鯖密ねじ切に關する研究

ユ1．時計の性能に關する研究

麟UI部　（電　　氣）・

、ユ　攣歴器幾損防止器と電流翻羅器

谷　　安正

糸川　英夫

富永　五郎

江ロ　雅彦

山内　恭彦
三井田純一
渡邊　　勝

池田　　健

　　　　健
　　　丈治
森大吉郎
準田　森三
鳥飼　安正

李田　森三

久保田　廣

谷　　一郎

宮津　　純

鈴木　　弘

山縣　昌夫

田宮　　翼

兼重寛九郎

高橋　安人・

橘　　藤雄

桑井　源頑

佐藤　敬夫

小川　正義
大島康次郎
柴田　耕…欠

瀬藤　象二
潮　　値郎

3

4

5

6　高周波加熱による成型合板加工
7　超督波探傷器

8　増幅器過渡特性直視装置

第IV部　（化學，冶金）

1

2　ピアス回路を鷹用した微少容量墾化　星合　正治
　検禺装置　　　　　　　　　　　野村民也
　車輔用電力ヒ：・　・一ズ　　　　　　　　福田　節雄

　　　　　　　　　　　　　藤高周李・麻生忠雄　邊電線閃絡黙標定器
　　　　　　　　　　　　　藤井薪兵衛
　時計歩度の電氣的測定装置　　　　　高本　　昇

齋藤　成丈

丹M　　登
森脇　義雄
内野　俊治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　塘野實・淺原照
　　湖旨’蛋白質の生醗びに麟硯究論釜離需
　　　　　　　　　　　　　　　　　　雄・籾瀬交之・
　　　　　　　　　　　　　　　　　その他硫究生一同
2銀イオン濃度計　菊池眞一・坂口喜學野晦弘
3　製塵副産物の利用に關する研究　　　岡　宗次郎
4アルギン酸に關する研究　’　　　高橋武雄

5純銅粉の製造　　　　　小川芳樹
6換鋼反鷹の研究・　　　　類糠箋じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　墜見純雄
7電解による純鐵粉の製造　　　原善四郎
8題速工業分析法の研究　　　　武藤ec－－
9　酸素製鐵の豫備實験　金森九郎・八塚健夫・長井保’

1° ｶ化マグネシウム蝶に關する研酷喜摺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　片山　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　忠三

11甦幣法の耽　　叢離鮮俊郎’
第V部　（構　　築）

1木・ンクリー・ゲ・喰作蹴　難慶難臣
2　建邉物の藁礎地盤調査　　星埜　湘・三木五三郎
3　地上爲翼測量と其鷹用に關する研究　丸安　隆和
4　金厩佳宅の試作　　　　　　星野昌一・坪井善勝
5　鐵筋コンクリート版の慮聾抵抗　　　坪井　姜勝
6　本邦等ヂィグリーヂー線圖と媛房　　勝田　高司

7強徹型ス繪ｾ試作礁用横一“ll

1
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鴇濃警難潔灘鷹慧欝懸噸1

　　　　　圓囲圖國
噸鱒鵜ト　　　　a　　　　　　t
◇助敬擁、勝囲高溺「ヂィダリヂー鈴窟曲線と緩藤にっ

　いて」麟學購第4艦欝8醜《8月凱）　．
◇助敬授　大場康次郎「天府時計の脆逸機誤差についてi
　精機學會誌　第15巻　第10麟（10月號）
一薯　書＆
◇敬授　渡準覇編「建藻鰻の研露」錆1輯（査光照明）
　執筆　渡邉要い小木曾定彰，槻園猛夫，142頁馨OQ鎖
　（富士出版株式會社5月）
◇教綬　渡邊要（齋藤竹生と共翠）「雰と建築」154頁，

　140圓（彰掴灘1月）
ア騨濾一　，
◇教授高矯武雄「高精性アルギン酸の磐造法の研究」

　ヱ業技術欝究嚢表曾（東大第一ヱ學部で（昭和24年
　ユo潭16日）　t－　　・　　1　　　　　　・
◇鞍激授松下＊ue　1，「xyッグの盛藩度に就）・て」・

識藻㍊グ籍螺難ヒ綴繍叢融謂
’　　に於いて，昭和24年10月5日）
　　◇敬授　菊池眞一一「灘板に關する一工の窯験について」
　　　印鰯學會（10月7日）　　　　　　　　　　　　　鮪
　　◇歌授　星整和「上の締固めについて」日本廠用力學會

∵啓響♂圃い

強灘璽灘撚論齢．
燗8酌Φ敬綬　岡本癖蕊rアーチ⑳綴属κつい饗」彫纈力
　學會及び土禾學會馨の蓮合講演會（1◎冠9日）
◇勤教授　久保慶三郎r附着慮力の分窟にっいて」日峯
’慮用力學會及び土車攣會等西蓮合講演會（10海9欝｝

◇教授菊池眞一櫨眞のN象rceVsて」工業技饗鷹欝
　渡會　（10　月　16　日D

◇助繊植村臓外前鰍夫（シチズ・嚇kκ）
橋本領次（藁生）f商蕩度カメラによる携帯時酬eePt機縫
　OPtPt」納密曝禽，噸檸會・蓮合蒜演會（1eH　16H）

◇轟麟糀羅鞠幣讐驚ウいて↓
◇助教授　大島康次郎「天府時計の股進機誤差について｝

　鵜機學會購演會（昭卸24年10潟16口）　　　”
◇軟授渡邉要「態地建築氣侠匹と窒の防寒性の謝剰
　日本穣纂學會秋季畢衛講演（昭和24年10月）　　，
◇教授　渡邊要，助教授憐田高司，助手勝野邦夫・
　「ヂィグリヂ・一トその慮用S同上（講演者　勝団）

◇教授　渡邉憂，特碑轟　石井黎光「携幣用小型履養計
　の試作」同上（講演者　石井）　　　　　　　　　、
◇教擾久保田虞」講師荒哲哉rPt眞機距離ntの改劇
・工業技術慮研究嚢衷舎（昭覇24年10月19日）　1
◇助教授　小川岩雄，學生　辻泰「撮動容量式電位翫羅
　よる金罵軍極電位の輝封値の直接測定について」物性
　論分科會（京大に於》・て　昭和24年10月22日）

　一雑嘗一
◇助教授勝田高司「夏の佳居」昭和24年8月1圓婦：L
　人の時間　　　　　　　　　　、

忘糠ll騨∴贈耀欝

　　　　　　　　　　　　　　．1旨
　　　　　　　　　　　　　　　嫁㌔

，

纒集後記
◇11溺の開所式がすんでやれ亭れ
　と思つている中，何時の關にか年の

領もおしっまって，再び新しい年を

　迎此ることになつた．19燭0年矯ある

　◇20世紀も丁度孚ばを過ぎたわけ
だが，この雫世紀における世界の科

祭技衛の逡歩をふ鋤癌つて見ると
　k，その逞ましくも偉大な数々の業

　績に驚異の眼をみはると共に，たゆ

　まざが先人蓮の努力とその叡智とに

　心から敬服せざるを得ない．

〈〉電磁波の獲見や原子構造の假説が

　今世紀初頭の話題であったのが，今

　偶では｝RadarやTelevisionは科
　墨捷術の最尖端をゆくものとなり，

　原子力工業の嚢達は原子力飛行機や

・潜水艦を生み幽さんとしているので

　ある．他の工業も亦しかりであるう．

　◇しかしながらひるがえつて吾國の

　現飛を顧みるとき，心の底から淋し

　さを禁じ得ない．吾國のすぐれた先

人蓮も，精魂を傾けて努力を義され

潅㊨であり，吾々も亦渾身の力をふ

舶し鷹つで研究に没頭しているので

ある・しかもなお吾々嫁努力の足ら

9るを歎かねばならないのか・

◇吾が胆國は立ち直らねばならぬ。

あらゆる困難に打ち克って組國再建

に遙進せねばならぬ．生産復興，こ

れこそ當硯究所の，吾々の，合冒葉

なのだ．

◇昨年夏＄たけなわの7月6H，第
1回編集委員會を開いて炉ら回を重

ねるζとすでに13回，10月1目に
創刊瞬幾行の運びとなり，以來嚢行

は順調に，新たな年な迎えてこζに

錦4號を世に贈ることとなつた．素
人ばかηの編集委員も次第に要領が

のみこめて來て，本年度は今迄p雑
然たる編集から脱却し，もつと計査

的に時々特集號を交えて讃者えの御

便宜に供したい．

◇何卒讃者諸賢の一層の御鞭燵と御

支援とを御願いする．（Y．T．）

纒集奨　議

編集委員長　星倫正泊

騙集委員　井ロ　昌革（土木》

　　　　　鈴　木　　弘（機械〉

　　　　　安藤良夫（船舶）

　　　　　齋藤成丈（電氣＞

　　　o　星野昌一（建築〉

　　　　　石井義郎（慮化）

　　　　　加藤正夫（冶金》

　　　　　小川正義（精審）

　　　　　富永五郎（物工）

　　　　　大井光四郎（撒力）

　　　　　○鳥飼安隼（態物）

　　　　　武藤義一（分析）

編集幹事下村潤ご朗

編集　室水野晴明
　　　　　　　　　o霜番委員
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　1949年12月25日印廟　　　1950年1月1日爽行
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蒙瓢袈謎鷺綴襯黎費
鴇濃警難潔灘鷹慧欝懸噸1

　　　　　圓囲圖國
噸鱒鵜ト　　　　a　　　　　　t
◇助敬擁、勝囲高溺「ヂィダリヂー鈴窟曲線と緩藤にっ

　いて」麟學購第4艦欝8醜《8月凱）　．
◇助敬授　大場康次郎「天府時計の脆逸機誤差についてi
　精機學會誌　第15巻　第10麟（10月號）
一薯　書＆
◇敬授　渡準覇編「建藻鰻の研露」錆1輯（査光照明）
　執筆　渡邉要い小木曾定彰，槻園猛夫，142頁馨OQ鎖
　（富士出版株式會社5月）
◇教綬　渡邊要（齋藤竹生と共翠）「雰と建築」154頁，

　140圓（彰掴灘1月）
ア騨濾一　，
◇教授高矯武雄「高精性アルギン酸の磐造法の研究」

　ヱ業技術欝究嚢表曾（東大第一ヱ學部で（昭和24年
　ユo潭16日）　t－　　・　　1　　　　　　・
◇鞍激授松下＊ue　1，「xyッグの盛藩度に就）・て」・

識藻㍊グ籍螺難ヒ綴繍叢融謂
’　　に於いて，昭和24年10月5日）
　　◇敬授　菊池眞一一「灘板に關する一工の窯験について」
　　　印鰯學會（10月7日）　　　　　　　　　　　　　鮪
　　◇歌授　星整和「上の締固めについて」日本廠用力學會

∵啓響♂圃い

強灘璽灘撚論齢．
燗8酌Φ敬綬　岡本癖蕊rアーチ⑳綴属κつい饗」彫纈力
　學會及び土禾學會馨の蓮合講演會（1◎冠9日）
◇勤教授　久保慶三郎r附着慮力の分窟にっいて」日峯
’慮用力學會及び土車攣會等西蓮合講演會（10海9欝｝

◇教授菊池眞一櫨眞のN象rceVsて」工業技饗鷹欝
　渡會　（10　月　16　日D

◇助繊植村臓外前鰍夫（シチズ・嚇kκ）
橋本領次（藁生）f商蕩度カメラによる携帯時酬eePt機縫
　OPtPt」納密曝禽，噸檸會・蓮合蒜演會（1eH　16H）

◇轟麟糀羅鞠幣讐驚ウいて↓
◇助教授　大島康次郎「天府時計の股進機誤差について｝

　鵜機學會購演會（昭卸24年10潟16口）　　　”
◇軟授渡邉要「態地建築氣侠匹と窒の防寒性の謝剰
　日本穣纂學會秋季畢衛講演（昭和24年10月）　　，
◇教授　渡邊要，助教授憐田高司，助手勝野邦夫・
　「ヂィグリヂ・一トその慮用S同上（講演者　勝団）

◇教授　渡邉憂，特碑轟　石井黎光「携幣用小型履養計
　の試作」同上（講演者　石井）　　　　　　　　　、
◇教擾久保田虞」講師荒哲哉rPt眞機距離ntの改劇
・工業技術慮研究嚢衷舎（昭覇24年10月19日）　1
◇助教授　小川岩雄，學生　辻泰「撮動容量式電位翫羅
　よる金罵軍極電位の輝封値の直接測定について」物性
　論分科會（京大に於》・て　昭和24年10月22日）

　一雑嘗一
◇助教授勝田高司「夏の佳居」昭和24年8月1圓婦：L
　人の時間　　　　　　　　　　、

忘糠ll騨∴贈耀欝

　　　　　　　　　　　　　　．1旨
　　　　　　　　　　　　　　　嫁㌔

，

纒集後記
◇11溺の開所式がすんでやれ亭れ
　と思つている中，何時の關にか年の

領もおしっまって，再び新しい年を

　迎此ることになつた．19燭0年矯ある

　◇20世紀も丁度孚ばを過ぎたわけ
だが，この雫世紀における世界の科

祭技衛の逡歩をふ鋤癌つて見ると
　k，その逞ましくも偉大な数々の業

　績に驚異の眼をみはると共に，たゆ

　まざが先人蓮の努力とその叡智とに

　心から敬服せざるを得ない．

〈〉電磁波の獲見や原子構造の假説が

　今世紀初頭の話題であったのが，今

　偶では｝RadarやTelevisionは科
　墨捷術の最尖端をゆくものとなり，

　原子力工業の嚢達は原子力飛行機や

・潜水艦を生み幽さんとしているので

　ある．他の工業も亦しかりであるう．

　◇しかしながらひるがえつて吾國の

　現飛を顧みるとき，心の底から淋し

　さを禁じ得ない．吾國のすぐれた先

人蓮も，精魂を傾けて努力を義され

潅㊨であり，吾々も亦渾身の力をふ

舶し鷹つで研究に没頭しているので

ある・しかもなお吾々嫁努力の足ら

9るを歎かねばならないのか・

◇吾が胆國は立ち直らねばならぬ。

あらゆる困難に打ち克って組國再建

に遙進せねばならぬ．生産復興，こ

れこそ當硯究所の，吾々の，合冒葉

なのだ．

◇昨年夏＄たけなわの7月6H，第
1回編集委員會を開いて炉ら回を重

ねるζとすでに13回，10月1目に
創刊瞬幾行の運びとなり，以來嚢行

は順調に，新たな年な迎えてこζに

錦4號を世に贈ることとなつた．素
人ばかηの編集委員も次第に要領が

のみこめて來て，本年度は今迄p雑
然たる編集から脱却し，もつと計査

的に時々特集號を交えて讃者えの御

便宜に供したい．

◇何卒讃者諸賢の一層の御鞭燵と御

支援とを御願いする．（Y．T．）

纒集奨　議

編集委員長　星倫正泊

騙集委員　井ロ　昌革（土木》

　　　　　鈴　木　　弘（機械〉

　　　　　安藤良夫（船舶）

　　　　　齋藤成丈（電氣＞

　　　o　星野昌一（建築〉

　　　　　石井義郎（慮化）

　　　　　加藤正夫（冶金》

　　　　　小川正義（精審）

　　　　　富永五郎（物工）

　　　　　大井光四郎（撒力）

　　　　　○鳥飼安隼（態物）

　　　　　武藤義一（分析）

編集幹事下村潤ご朗

編集　室水野晴明
　　　　　　　　　o霜番委員

第2巻簾1鵬　生産研究　定便60圓（郵親6團）
　1949年12月25日印廟　　　1950年1月1日爽行
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表紙説明：開所式に展示したi

12坪の不燃性金瀦組立住宅i
臨簡輩なパネル構鑑で7人i
Z・3時間で骨格の組立ぶ終る　i
動鞠2萬圓．（設計星野教授）i

購細は4月特集號畷表のi

雛】　　　　　　i

編集者

褒行者
印刷者

治研町7。郎章正綴勉好合轡闘星繋胴井

印刷所大同印創株式會祉
　　　　　東京都『F代田匿齢田錦田r　3～1

褒行所馨謹誠文堂xe光灘
　　　　　轟鱗話翻鼎辮遡f’㌔
　　　　　藤替粛窟62s“・fi　fi67
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